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豊田 PCB処理事業における豊田市の対応について 

１ 豊田 PCB処理施設への立入検査の実施状況について 
令和３年度第３回の安全監視委員会後（令和４年２月４日から令和４年９月 21 日
まで）、市は中間貯蔵・環境安全事業株式会社（以下「JESCO」という。）豊田 PCB処
理事業所へ計８回の立入検査を行いました。 
概要は表１のとおりです。 

表１ JESCOへの立入検査の概要 
立入日 検  査  概  要  

① 令和４年 
２月２４日 

【行政検査】 
・行政検査（排出ガス中のＰＣＢ濃度測定）を実施した。 
結果、排出管理目標値が遵守されていることを確認した。

② ３月２２日 【施設状況の確認】 
・稼働状況に異常は見受けられなかった。 

③ ４月１５日 
【施設状況の確認】 
・稼働状況に異常は見受けられなかった。 

④ ５月１６日 
【施設状況の確認】 
・稼働状況に異常は見受けられなかった。

⑤ ６月２８日
【施設状況の確認】 
・定期検査後で稼働はまだしていない状況だったが、施設の状況
に異常は見受けられなかった。

⑥ 
７月２６日 

【PCB含有油漏洩事故状況の確認】 
・７月 22 日に発生した鉱物油配管内の洗浄油が漏洩した事故の
発生を受け、状況の確認を行った。 
・立入時には事故の有った配管から油は抜かれており、漏洩は止
まっている状況だった。 
・漏洩事故現場はビニールシートで簡易的に閉鎖され、活性炭吸
着装置で空気中の PCBの除去が行われていた。 
・立入後に漏洩を起こしたバルブを撤去し、メーカーに原因調査 
を依頼するとのこと。

⑦ ７月２８日 
【施設状況の確認】 
・稼働状況に異常は見受けられなかった。 
・漏洩事故の有ったバルブについては、既に取り外されていた。

資料 ２
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⑧  ８月２２日 
【行政検査】 
・行政検査（排出ガス中のＰＣＢ濃度測定）を実施した。 
現在結果について分析中。
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２ 令和３年度PCB環境モニタリング調査について 

（１）調査地点及び時期 
   PCB処理施設の稼動に伴う環境への影響を把握するため、平成14年度から大気、
河川水質、河川底質について、平成 16年度からはそれらに土壌を追加して PCB環
境調査を実施しています。調査地点は、表２及び図１のとおりです。 

表２ PCB環境モニタリング調査地点及び時期 
調査媒体 調査地点名 所在地 回数 調査時期

大 気 
①山之手小学校 山之手６丁目

２回／年 夏・冬 ②南部局 竹元町南細畔
③小原支所 小原町上平

水 質 
④逢妻男川（PCB処理施設 直下流） 元町地内

２回／年 夏・冬 
⑤逢妻男川（雲目橋） 駒場町雲目

底 質 
④逢妻男川（PCB処理施設 直下流） 元町地内

１回／年 冬 
⑤逢妻男川（雲目橋） 駒場町雲目

土 壌 ①山之手小学校 山之手６丁目 １回／年 夏

図１ 調査地点 
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（２）調査結果について 
令和３年度冬季調査（大気、河川水質、河川底質）を実施し、いずれの結果も
平成14年から環境省が実施している全国調査結果の範囲内であり、施設稼働に伴
う異常は認められませんでした。 
調査結果は表３、経年変化については、図２から図５のとおりです。 
今後も継続して、PCB処理施設の稼動に伴う環境への影響を把握してまいりま
す。 

表３ 環境モニタリング調査結果 

媒体 調査地点 項 目 
H14 H17 夏季 
（操業開始前）

H17 冬季 R3 夏季
（操業開始後） 

R3 
冬季 

H14 R2 
環境省 
全国調査 

大

気

①山之手小学校 
総 PCB(pg/m3) 94 300 39 810 41 16 3,300 

Co-PCBs(pg-TEQ/m3) 0.0033 0.0051 0.000086 0.0055 0.00013

②南部局 
総 PCB(pg/m3) 110 570 43 790 44 16 3,300 

Co-PCBs (pg-TEQ/m3） 0.0034 0.0090 0.000074 0.0070 0.00055

③小原支所 
総 PCB(pg/m3)  24 550 19 16 3,300 

Co-PCBs (pg-TEQ/m3）  0.000063 0.0057 0.00012

河
川
水
質

④逢妻男川 
（処理施設 直近） 

総 PCB(pg/L) 1,300 1,500 120 1,900 330 nd 11,000 

Co-PCBs (pg-TEQ/ ) 0.035 0.20 0.0014 0.10 0.0047 

⑤逢妻男川 
（雲目橋） 

総 PCB(pg/L) 320 2,200 120 8,600 120 nd 11,000 

Co-PCBs (pg-TEQ/ ) 0.033 0.19 0.00085 0.096 0.0042 

河
川
底
質

④逢妻男川 
（処理施設 直近） 

総 PCB(pg/g) 17,000 420 6,700 1600 nd 5,600,000

Co-PCBs (pg-TEQ/g) 1.0 0.0064 0.15 0.013 

⑤逢妻男川 
（雲目橋） 

総 PCB(pg/g) 400 120 2,600 260 nd 5,600,000

Co-PCBs (pg-TEQ/g) 0.022 0.0054 0.089 0.0072 

土
壌 ①山之手小学校 

総 PCB(pg/g) 220 360 20 1,200 

Co-PCBs (pg-TEQ/g) 0.070 0.12 0.000057 0.18 
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３ 環境省検討要請に対する回答について 

  環境省要請（別紙１）に対する回答として、令和４年３月24日に別紙２のとお
り条件を付けて受諾する旨の回答をしました。これに対して別紙３のとおり、令和
４年３月３１日に環境省より当市の条件を承諾する旨の回答を受理しました。 

４ 豊田市 PCB廃棄物処理計画の改定について 

国のPCB廃棄物処理基本計画の変更に伴い、令和４年９月１日付けで豊田市PCB
廃棄物処理計画を改定しました。改定の概要については別紙４のとおりです。 

５ 豊田市 PCB処理安全監視委員会作業部会について  

前回の安全監視委員会以降、２回の作業部会を開催しました。 

（１）令和３年度第２回作業部会（令和４年３月１４日開催）  
   令和３年度第２回作業部会では、JESCO豊田事業所施設全体の解体・撤去計画

について、JESCO による説明と計画が適切かの検討を行いました。委員からは、
住民理解の点から環境モニタリングが重要になるため、その方法や頻度等の計画
を予め定めておく必要があるという意見や、解体を請け負う業者が PCB に対す
る知識や経験の不足から事故等が発生することが懸念されるため、業者選定は慎
重に行うこと、同業者への PCB 曝露や漏洩防止のための教育をしっかりと行う
ことが必要であること等の意見が出されました。 

（２）令和４年度第１回作業部会（令和４年８月８日開催）  
令和４年度第１回作業部会では、先行解体として実施する小型コンデンサ自動
解体ラインの解体撤去について、JESCOによる説明と、計画が適切かの検討を行
いました。委員からは、小型コンデンサ自動解体ラインを先行解体する理由につ
いて、PCB濃度や施設の解体・撤去計画全体の展望から安全監視委員や住民が理
解できる説明をしてほしい等の意見が出されました。また、解体・撤去に伴う周
辺環境モニタリングの方法や回数等について、今後の作業部会の中で検討してい
くこととしました。 
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豊 廃 発 第 １ ５ ６ ３ 号 
令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ４ 日 

環境大臣 山口 壯 様 

豊田市長 太田 稔彦   
（公 印 省 略） 

中間貯蔵・環境安全事業株式会社によるポリ塩化ビフェニル廃棄物 
処理事業の継続及び処理対象物について（回答） 

令和３年９月２２日付け環循施発第２１０９２２１号にて、当市に検討の要請のありま
したことについて、下記に示す条件の承諾を前提に受入れます。 

記 

１ 豊田事業所における処理期限について 
・豊田事業所で受入れたＰＣＢ廃棄物の処理は、令和５年度末までに終えること。 
・施設解体時に発生するＰＣＢ廃棄物の処理は、令和７年度末までに終えること。 

２ ＰＣＢの適正な処理について 
・国は、豊田事業所が行う施設の点検や更新等の施設の老朽化対策の取組について指導
監督を行うとともに、必要な財政支援を行い、安全かつ確実な処理を継続できるよう
にすること。 
・豊田事業所での受入終了後となる令和6年度以降の処理方針を早急に決めること。 
・豊田事業所で処理できない処理中や解体時に発生する高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理先
は、国の責任で確保すること。 
・今後のＰＣＢ処理にあたっては、ＰＣＢ特別措置法との不整合が生じないように、必
要な措置を講じること。 

３ 施設の解体について 
・解体は、安全を第一に作業を行いつつも、早期の解体完了に最大限取り組むこと。 
・解体中、施設撤去後のモニタリングを適切に行い、情報を開示すること。 
・施設の解体では、地元業者の活用に努めること。 

４ その他 
・施設の解体撤去が完了するまで、立地自治体としての豊田市の負担を軽減すること。 
・地域の活性化に寄与するよう配慮すること。 

別紙２
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国のＰＣＢ処理基本計画に伴う豊田市ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理計画の変更について 

１ 豊田市ＰＣＢ処理計画とは         

  豊田市内のＰＣＢ廃棄物の確実かつ適正な処理を推進するために、ＰＣＢ特措法、国のＰＣＢ
処理基本計画に即して策定するもの。（平成１６年１２月策定） 

２ 国の処理基本計画の変更       

・令和 3年９月の国から要請内容 

〇相互協力（変更後） 

 ・本市は、令和 4年３月、条件付きで回答 
・令和４年 5月 31日、「国のＰＣＢ処理基本計画の変更」が閣議決定 
（計画に記載のある上記要請の(1)及び(２)の変更） 

３ 本市 PCB処理計画の変更                               

 ・国の計画変更に伴い豊田市 PCB処理計画を変更する。 
・施行 令和４年９月１日  

別紙４


